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◆主な議案 ････････････････････････････２
◆施政所信表明に対する主な質疑 ････････３
◆一部事務組合対する質疑 ･･････････････３
◆補正予算・当初予算 ･･････････････････４
◆一般質問（５名）･････････････････５～９

（令和７年３月３日～令和７年３月１４日　１2日間）
３月定例会

広
報
紙
の
先
進
地
に

視
察
に
行
き
ま
し
た
。

調
査
事
項
：
議
会
広
報
紙
の
編
集
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
１
月
23
日
に
熊
本
県
天
草
郡
苓
北
町
に
議

会
広
報
紙
の
編
集
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
苓
北
町
は
小
竹
町
と
同
規
模
の
町
で
、意
見
交
換
で

は
積
極
的
な
意
見
を
交
わ
し
、多
く
の
町
民
の
皆
様
に

理
解
さ
れ
、読
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ
り
を
作
る
た

め
議
論
し
、今
後
と
も
交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
一
致
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　
苓
北
町
議
会
は
熊
本
県
議
会
議
長
会
の
広
報
紙
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
広
報
紙
を
提
出
し
、有
識
者
の
指
摘
を
受
け
て

改
善
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
こ
た
け
議
会
だ
よ
り
」も
福
岡
県
議
会
議
長
会
の
広

報
紙
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
提
出
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会
　
　
　

委
員
長
　
良
永 

陽
臣

自慢の一枚

　傍聴の手続きは、受付票に住所、氏名、
年齢を記入するだけです。ご不明な点は議
会事務局まで、お気軽にお問い合わせくだ
さい。　  【電話 0949 - 62 - 1967】

議会を傍聴してみませんか

小竹町議会YouTubeチャンネルで
議会中継・動画を公開中！
検 索 小竹町議会  YouTube

※事情により変更される場合もありますのでご了承ください。
　３月定例会の傍聴者数はのべ５５人でした

次回の定例会は、
６月５日（木）に開会予定です。

コメントを添えて議会事務局へ持参
または下記のアドレスへ送ってください。
応募作品の中から毎回、厳選の一枚を掲載
させていただきます。ご応募お待ちしております。

応募先 gikai@town.kotake.lg.jp

青
葉
若
葉
の
景
色
に
変
わ

る
５
月
は
、
和
製
語
で
あ
る

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
始
ま

り
ま
す
。

移
動
性
高
気
圧
の
せ
い
で
陽

気
は
す
で
に
初
夏
と
な
り
、１

年
で
最
も
健
や
か
で
過
ご
し
や

す
い
季
節
で
す
。

日
本
の
古
典
文
学「
徒
然
草
」

の
な
か
に「
春
暮
れ
て
の
ち
夏
に

な
り
、夏
は
て
て
秋
の
来
る
に

は
あ
ら
ず
」と
い
う
一
文
が
あ

り
ま
す
。

私
の
つ
た
な
い
解
釈
で
は「
次

の
時
代
へ
の
備
え
、準
備
を
し

て
い
く
必
要
さ
」へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
で
は
な
い
か
と・・・。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
仕
事
で

も
、そ
し
て
町
の
未
来
を
考
え

た
と
き
、心
の
片
隅
に
留
め
て

お
き
た
い
一
文
で
し
た
。

（
議
会
広
報
編
集
委
員
会

一
滴 

浩
子
）

編
集
後
記

編
集
後
記

〔写真提供者 七福区８組　白土昭次さま〕
幻の花と言われる数少ない貴重な花　白いカタクリ。
何回行ってもなかなか出会わないのが白いカタクリの花。
カタクリの群生地を探し回って出会ったときの嬉しさは特別。
山歩きをしてよかったと思う。
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３月定例会の主な議案
３月定例会は３月３日より３月１４日まで会期１２日間の日程で開かれた。

詳細は
YouTube
でチェック！

内
容

　
生
涯
学
習
中
央
２
集
会
所
を
廃

止
す
る
。

質
疑

　
集
会
所
を
含
め
て
小
竹
町
に
は

老
朽
化
が
進
ん
だ
建
物
が
あ
る
が

ど
う
す
る
の
か
。

回
答 （
教
育
課
長
）　

　
そ
の
ほ
か
の
集
会
所
も
調
査
し
て

整
理
す
る
。

　
現
在
利
用
で
き
て
い
る
集
会
所
は

継
続
し
て
使
用
す
る
。

小
竹
町
生
涯
学
習
集
会
所
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議案第９号

内
容

　
企
業
誘
致
の
た
め
小
竹
団
地
Ａ‐

９
地
区
を
買
い
戻
す
。

質
疑

　
水
道
事
業
の
赤
字
解
消
の
た
め
、

水
道
を
た
く
さ
ん
使
う
企
業
の
誘

致
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

回
答 （
町
長
）　

　
水
道
を
多
く
使
う
企
業
誘
致
に
努

力
し
て
い
く
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

議案第１４号

可
決議案第２号

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例の制定について

小竹町水道事業布設工事監督者の配置基準及び
資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

小竹町職員の勤務時間その他の勤務条件に関
する条例等の一部を改正する条例の制定につ
いて

小竹町非常勤消防団員に係る退職報償金の支
給に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

小竹町一般職の職員の給与に関する条例等の
一部を改正する条例の制定について 財産の取得について

小竹町職員等旅費支給条例等の一部を改正す
る条例の制定について

小竹町（一般会計・町立病院事業特別会計）補
正予算について

小竹町行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

小竹町（一般会計・国民健康保険特別会計・後期高齢
者医療特別会計・町立病院事業特別会計・水道事業
特別会計・下水道事業特別会計）当初予算について

小竹町特別職の非常勤職員の報酬支給条例の
一部を改正する条例の制定について

小竹町新多定住促進住宅の指定管理者の指定
について

小竹町職員退職手当支給条例の一部を改正す
る条例の制定について

小竹町立病院の存続・充実を求める意見書採
択の請願について

小竹町生涯学習集会所設置条例の一部を改正
する条例の制定について

小竹町家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例
の制定について

小竹町議会の個人情報の保護に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

小竹町ハラスメント防止条例の制定について
小竹町特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定について

議案第12号

議案第３号 議案第13号

議案第４号 議案第14号

議案第５号 議案第
15～16号

議案第６号 議案第
17～22号

議案第７号 議案第23号

議案第８号 請願第１号

議案第９号 発委第１号

議案第10号

議案第54号 議案第11号

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

継
続
審
査

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

３月定例会で議決した議案

町長の施政所信表明に対する質疑

Ⓠ
【
議
員
】「
小
竹
町
立
病
院
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
の
答
申
を
受
け
、熟
考
し
、病
院
と
し
て
維
持

す
る
こ
と
は
困
難
と
判
断
し
た
」と
あ
る
が
、あ
り

方
検
討
委
員
会
は
民
主
的
な
議
論
が
さ
れ
て
お
ら

ず
、少
数
意
見
を
無
視
す
る
運
営
が
続
け
ら
れ
た

と
聞
い
て
い
る
。

Ⓐ
【
町
長
】資
料
や
議
事
録
を
見
た
が
、そ
う
い
っ

た
こ
と
は
実
感
し
て
い
な
い
。　

Ⓠ
【
議
員
】あ
り
方
検
討
委
員
会
に
町
民
代
表
が

２
人
し
か
い
な
か
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、町
民
の
意
見
を
聞
く

べ
き
で
は
。

Ⓐ
【
町
長
】ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組
む
べ
き
か
、今

後
検
討
し
て
い
く
。

Ⓠ
【
議
員
】地
元
企
業
に
健
康
診
断
を
町
立
病
院

で
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
取
り
組
ん
だ
か
。

Ⓐ
【
町
長
】健
康
診
断
を
す
る
た
め
の
設
備
、人

員
配
置
が
ク
リ
ア
で
き
ず
取
り
組
め
て
い
な
い
。

Ⓠ
【
議
員
】新
聞
報
道
で「
２
０
２
６
年
度
中
に
指

定
管
理
者
制
度
に
よ
り
無
床
診
療
所
に
」と
表
明

さ
れ
て
い
る
が
、職
員・パ
ー
ト
を
削
減
す
る
こ
と

に
痛
み
は
感
じ
な
い
の
か
。

Ⓐ
【
町
長
】今
ま
で
町
民
の
た
め
に
尽
く
し
て
き

て
い
た
だ
い
た
方
を
削
減
す
る
こ
と
に
痛
み
を
感

じ
な
い
人
は
い
な
い
。

Ⓠ
【
議
員
】「
町
を
丸
ご
と
病
院
と
捉
え
、各
家
庭

を
病
床
と
み
な
し
、安
心
し
て
最
後
ま
で
我
が
家

詳細は
YouTube
でチェック！

一部事務組合に
対する質疑

Ⓠ
【
議
員
】ご
み
処
理
場
新
設
の
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
は
、現
施
設
の
設
備
総
入
れ
替
え
を
行
い
、

現
在
施
設
を
使
う
と
い
う
こ
と
で
理
解
し
て
い
い

か
。

Ⓐ
【
町
長
】今
現
在
、様
々
な
方
法
に
つ
い
て
検
討

の
段
階
で
、安
価
で
、環
境
に
負
荷
の
か
か
ら
な
い

方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

　
現
設
備
を
改
修
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
決

ま
っ
て
い
な
い
現
状
な
の
で
、決
ま
り
次
第
で
き
る

だ
け
早
く
報
告
す
る
。

詳細は
YouTube
でチェック！

で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
す
」と
は
。

Ⓐ
【
町
長
】国
が
推
進
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
に
取

り
組
む
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
と
は
、高
齢
者
が
可
能
な
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
医
療
、介
護
、介
護
予
防
、住

ま
い
及
び
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
を
包
括
的

に
確
保
す
る
こ
と
。

　
小
竹
町
は
高
齢
化
が
進
む
町
で
、将
来
50
％
以

上
の
人
が
介
護
を
必
要
と
し
な
い
よ
う
予
防
し
、

個
別
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

を
作
る
こ
と
で
、最
期
ま
で
こ
の
町
に
暮
ら
し
て
よ

か
っ
た
と
感
じ
る
町
を
目
指
し
た
い
。

町
立
病
院
の
今
後
に
つ
い
て

「
宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥
処
施
設
組
合

Ⓠ
【
議
員
】子
育
て
世
代
、障
が
い
者
、福
祉
利
用

者
の
方
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
総
合
的
な
窓
口
を

役
場
の
ロ
ビ
ー
に
設
置
で
き
な
い
か
。

Ⓐ
【
町
長
】包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
役
割
を

担
う
が
、住
民
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
様
に
周
知
を

工
夫
す
る
。

Ⓠ
【
議
員
】「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
住
環
境
に

お
け
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
」と
あ
る
が
ど
の
よ
う

な
内
容
だ
っ
た
か
。

Ⓐ
【
町
長
】「
子
育
て
支
援
策
の
充
実・強
化
」、「
買

物
環
境
等
の
日
常
生
活
の
利
便
性
向
上
」、「
移
住

定
住
の
支
援
制
度
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
」な
ど
が

上
位
の
項
目
だ
っ
た
。

「
子
育
て
支
援
」「
社
会
福
祉
」に
つ
い
て

QA QAQA

A

QAQAQAQQ A
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３月定例会の主な議案
３月定例会は３月３日より３月１４日まで会期１２日間の日程で開かれた。

詳細は
YouTube
でチェック！

内
容

　
生
涯
学
習
中
央
２
集
会
所
を
廃

止
す
る
。

質
疑

　
集
会
所
を
含
め
て
小
竹
町
に
は

老
朽
化
が
進
ん
だ
建
物
が
あ
る
が

ど
う
す
る
の
か
。

回
答 （
教
育
課
長
）　

　
そ
の
ほ
か
の
集
会
所
も
調
査
し
て

整
理
す
る
。

　
現
在
利
用
で
き
て
い
る
集
会
所
は

継
続
し
て
使
用
す
る
。

小
竹
町
生
涯
学
習
集
会
所
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議案第９号

内
容

　
企
業
誘
致
の
た
め
小
竹
団
地
Ａ‐

９
地
区
を
買
い
戻
す
。

質
疑

　
水
道
事
業
の
赤
字
解
消
の
た
め
、

水
道
を
た
く
さ
ん
使
う
企
業
の
誘

致
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

回
答 （
町
長
）　

　
水
道
を
多
く
使
う
企
業
誘
致
に
努

力
し
て
い
く
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

議案第１４号

可
決議案第２号

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例の制定について

小竹町水道事業布設工事監督者の配置基準及び
資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

小竹町職員の勤務時間その他の勤務条件に関
する条例等の一部を改正する条例の制定につ
いて

小竹町非常勤消防団員に係る退職報償金の支
給に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

小竹町一般職の職員の給与に関する条例等の
一部を改正する条例の制定について 財産の取得について

小竹町職員等旅費支給条例等の一部を改正す
る条例の制定について

小竹町（一般会計・町立病院事業特別会計）補
正予算について

小竹町行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

小竹町（一般会計・国民健康保険特別会計・後期高齢
者医療特別会計・町立病院事業特別会計・水道事業
特別会計・下水道事業特別会計）当初予算について

小竹町特別職の非常勤職員の報酬支給条例の
一部を改正する条例の制定について

小竹町新多定住促進住宅の指定管理者の指定
について

小竹町職員退職手当支給条例の一部を改正す
る条例の制定について

小竹町立病院の存続・充実を求める意見書採
択の請願について

小竹町生涯学習集会所設置条例の一部を改正
する条例の制定について

小竹町家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例
の制定について

小竹町議会の個人情報の保護に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

小竹町ハラスメント防止条例の制定について
小竹町特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定について

議案第12号

議案第３号 議案第13号

議案第４号 議案第14号

議案第５号 議案第
15～16号

議案第６号 議案第
17～22号

議案第７号 議案第23号

議案第８号 請願第１号

議案第９号 発委第１号

議案第10号

議案第54号 議案第11号

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

継
続
審
査

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

３月定例会で議決した議案

町長の施政所信表明に対する質疑

Ⓠ
【
議
員
】「
小
竹
町
立
病
院
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
の
答
申
を
受
け
、熟
考
し
、病
院
と
し
て
維
持

す
る
こ
と
は
困
難
と
判
断
し
た
」と
あ
る
が
、あ
り

方
検
討
委
員
会
は
民
主
的
な
議
論
が
さ
れ
て
お
ら

ず
、少
数
意
見
を
無
視
す
る
運
営
が
続
け
ら
れ
た

と
聞
い
て
い
る
。

Ⓐ
【
町
長
】資
料
や
議
事
録
を
見
た
が
、そ
う
い
っ

た
こ
と
は
実
感
し
て
い
な
い
。　

Ⓠ
【
議
員
】あ
り
方
検
討
委
員
会
に
町
民
代
表
が

２
人
し
か
い
な
か
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、町
民
の
意
見
を
聞
く

べ
き
で
は
。

Ⓐ
【
町
長
】ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組
む
べ
き
か
、今

後
検
討
し
て
い
く
。

Ⓠ
【
議
員
】地
元
企
業
に
健
康
診
断
を
町
立
病
院

で
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
取
り
組
ん
だ
か
。

Ⓐ
【
町
長
】健
康
診
断
を
す
る
た
め
の
設
備
、人

員
配
置
が
ク
リ
ア
で
き
ず
取
り
組
め
て
い
な
い
。

Ⓠ
【
議
員
】新
聞
報
道
で「
２
０
２
６
年
度
中
に
指

定
管
理
者
制
度
に
よ
り
無
床
診
療
所
に
」と
表
明

さ
れ
て
い
る
が
、職
員・パ
ー
ト
を
削
減
す
る
こ
と

に
痛
み
は
感
じ
な
い
の
か
。

Ⓐ
【
町
長
】今
ま
で
町
民
の
た
め
に
尽
く
し
て
き

て
い
た
だ
い
た
方
を
削
減
す
る
こ
と
に
痛
み
を
感

じ
な
い
人
は
い
な
い
。

Ⓠ
【
議
員
】「
町
を
丸
ご
と
病
院
と
捉
え
、各
家
庭

を
病
床
と
み
な
し
、安
心
し
て
最
後
ま
で
我
が
家

詳細は
YouTube
でチェック！

一部事務組合に
対する質疑

Ⓠ
【
議
員
】ご
み
処
理
場
新
設
の
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
は
、現
施
設
の
設
備
総
入
れ
替
え
を
行
い
、

現
在
施
設
を
使
う
と
い
う
こ
と
で
理
解
し
て
い
い

か
。

Ⓐ
【
町
長
】今
現
在
、様
々
な
方
法
に
つ
い
て
検
討

の
段
階
で
、安
価
で
、環
境
に
負
荷
の
か
か
ら
な
い

方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

　
現
設
備
を
改
修
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
決

ま
っ
て
い
な
い
現
状
な
の
で
、決
ま
り
次
第
で
き
る

だ
け
早
く
報
告
す
る
。

詳細は
YouTube
でチェック！

で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
す
」と
は
。

Ⓐ
【
町
長
】国
が
推
進
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
に
取

り
組
む
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
と
は
、高
齢
者
が
可
能
な
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
医
療
、介
護
、介
護
予
防
、住

ま
い
及
び
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
を
包
括
的

に
確
保
す
る
こ
と
。

　
小
竹
町
は
高
齢
化
が
進
む
町
で
、将
来
50
％
以

上
の
人
が
介
護
を
必
要
と
し
な
い
よ
う
予
防
し
、

個
別
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

を
作
る
こ
と
で
、最
期
ま
で
こ
の
町
に
暮
ら
し
て
よ

か
っ
た
と
感
じ
る
町
を
目
指
し
た
い
。

町
立
病
院
の
今
後
に
つ
い
て

「
宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥
処
施
設
組
合

Ⓠ
【
議
員
】子
育
て
世
代
、障
が
い
者
、福
祉
利
用

者
の
方
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
総
合
的
な
窓
口
を

役
場
の
ロ
ビ
ー
に
設
置
で
き
な
い
か
。

Ⓐ
【
町
長
】包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
役
割
を

担
う
が
、住
民
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
様
に
周
知
を

工
夫
す
る
。

Ⓠ
【
議
員
】「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
住
環
境
に

お
け
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
」と
あ
る
が
ど
の
よ
う

な
内
容
だ
っ
た
か
。

Ⓐ
【
町
長
】「
子
育
て
支
援
策
の
充
実・強
化
」、「
買

物
環
境
等
の
日
常
生
活
の
利
便
性
向
上
」、「
移
住

定
住
の
支
援
制
度
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
」な
ど
が

上
位
の
項
目
だ
っ
た
。

「
子
育
て
支
援
」「
社
会
福
祉
」に
つ
い
て

QA QAQA

A

QAQAQAQQ A
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●廃校施設の利活用は
●旧庁舎跡地活用に関する進捗は

一滴　浩子 議員一滴　浩子 議員

そこが知りたい  一般質問

問
町
内
の
小
学
校

３
校
統
合
と
な
り
、

小
竹
み
ら
い
小
学
校

が
開
校
さ
れ
る
。

　
そ
れ
に
伴
い
、小

竹
西
小
学
校
、北
小

学
校
の
２
校
が
廃
校

舎
と
な
る
。

　
廃
校
は
地
方
公

共
団
体
に
と
っ
て
貴

重
な
財
産
で
あ
り
、

積
極
的
に
活
用
し
て

い
く
こ
と
で
、維
持

管
理
費
や
公
共
施

設
の
施
設
設
備
コ
ス

ト
の
削
減
、地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維

持
活
性
化
、産
業
振

興
な
ど
、様
々
な
効

果
が
期
待
さ
れ
る
。

　
文
部
科
学
省
で

は
、「
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、

「
廃
校
を
使
っ
て
ほ

し
い
地
方
公
共
団

体
」と「
廃
校
を
使
い

た
い
事
業
者
等
」へ

の
情
報
発
信
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

　
廃
校
利
活
用
事

例
に
は
、「
道
の
駅
、

介
護
施
設
、音
楽
大

学
、ウ
ナ
ギ
の
養
殖
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
施
設
、九
州
メ
ー

カ
ー
が
北
海
道
で
煎

餅
工
場
を
立
ち
上

げ
る
」な
ど
様
々
な

事
例
が
あ
っ
た
。

　
小
竹
町
に
お
い
て

は
廃
校
決
定
後
、利

活
用
を
含
め
教
育

委
員
会
等
で
協
議

は
な
さ
れ
た
の
か
。

　
廃
校
活
用
検
討

委
員
会
の
立
ち
上

げ
な
ど
廃
校
の
今

後
に
つ
い
て
の
町
長

の
見
解
を
。

　
ま
た
、２
０
２
３

年
３
月
議
会
に
て
旧

庁
舎
跡
地
利
活
用

に
つ
い
て
一
般
質
問

し
、２
年
経
過
し
た

が
、い
ま
だ
更
地
の

ま
ま
。

　
廃
校
利
活
用
と

合
わ
せ
て
進
捗
状

況
を
。

答
小
竹
北
小
学
校
、

西
小
学
校
の
校
舎

や
敷
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
、町
全
体

ま
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
全
体
に
係
る

大
き
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
、利
活
用

の
方
向
性
は
多
岐
に

わ
た
る
と
想
定
し
て

い
る
。

　
廃
校
活
用
に
つ
い

て
民
間
等
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
も
複
数
あ

り
、関
係
課
を
交
え

検
討
・
準
備
を
重
ね

て
い
る
段
階
、ゆ
え

に
現
時
点
で
は
検
討

委
員
会
の
設
置
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　
各
小
学
校
は
国

の
交
付
金
を
受
け
て

整
備
を
行
っ
た
経
緯

が
あ
り
、利
活
用
の

方
向
性
に
よ
っ
て
は

交
付
金
の
返
還
、施

設
の
耐
用
年
数
に
応

じ
た
基
金
積
み
立
て

が
必
要
に
な
る
な
ど
、

予
算
面
・
制
度
面
で

ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
も
少

な
く
な
い
。

　
校
区
住
民
の
意

向
を
聞
き
取
り
な

が
ら
利
活
用
に
向
け

柔
軟
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
。

　
旧
庁
舎
跡
地
に
つ

い
て
は
、現
在
ま
で

売
却
等
、民
間
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
は
受

け
て
い
な
い
。

　
敷
地
の
状
況
か

ら
公
共
施
設
等
や

住
宅
地
と
し
て
分
譲

す
る
な
ど
と
い
っ
た

方
向
性
は
見
い
だ
し

に
く
い
。

　
現
在
、社
会
福
祉

協
議
会
へ
の
貸
し
付

け
を
行
い
、屋
外
催

物
な
ど
、町
民
の
触

れ
合
い
や
集
い
の
場

と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
。

　
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

過
程
に
お
い
て
、住

民
の
意
向
を
聞
き
、

利
活
用
方
針
を
定

め
、進
め
て
い
く
。

意
見
文
部
科
学
省

は「
廃
校
は
終
わ
り

で
な
く
始
ま
り
」と

提
案
し
て
い
る
。

　
耐
震
補
強
工
事

も
完
了
し
た
安
全
な

建
築
物
は
ア
イ
デ
ア

次
第
で
ど
の
よ
う
な

施
設
に
も
活
用
で
き
、

地
域
活
性
化
の
鍵
と

な
り
う
る
。

　
廃
校
活
用
・
跡
地

利
用
は
速
や
か
に
行

わ
れ
る
べ
き
案
件
で

あ
り
、手
つ
か
ず
の

町
有
地
な
ど
を
含
め
、

１
日
も
早
く
町
益
と

な
る
こ
と
を
切
望
す

る
。

問

答

令和７年５月１日　福岡県小竹町　議会だより No.252 （4）令和７年５月１日　福岡県小竹町　議会だより No.252 （5）

意
見

詳細は
YouTube
でチェック！

補正予算に対する質疑 詳細は
YouTube
でチェック！

当初予算に対する質疑
Ⓠ
【
議
員
】住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
給
付
金
を

支
給
す
る
と
の
説
明
だ
っ
た
が
、給
付
額
と
世
帯
数
は
。

Ⓐ
【
福
祉
課
長
】給
付
額
は
３
万
円
、２
７
０
世
帯
分
の
予

算
を
計
上
す
る
。

Ⓠ
【
議
員
】交
付
金
で
給
食
費
無
償
化・プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

事
業
を
行
う
と
の
説
明
だ
っ
た
が
、こ
れ
ら
を
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
で
行
い
、交
付
金
を
全
世
帯
に
給
付
す
る
考
え
は
な
い
か
。

Ⓐ
【
町
長
】ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を
使
用
す
る
こ
と
は
検

討
し
て
い
な
い
。

QQ AA
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
　

３
５
４
６
万
円

Ⓠ
【
議
員
】シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
小

竹
町
と
宮
若
市
の
会
員
数
は
。

　
ま
た
、負
担
金
の
負
担
割
合
は
。

Ⓐ
【
福
祉
課
長
】小
竹
町
45
名
、宮
若
市
１
９
３
名
、合
計

２
３
８
名
。負
担
金
割
合
は
宮
若
市
が
３
分
の
２
、小
竹
町

が
３
分
の
１
。

QA
宮
若
小
竹
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
負
担
金
　
５
７
０
万
円

Ⓠ
【
議
員
】費
用
対
効
果
の
検
討
審
議
は
し
て
い
る
か
。

Ⓐ
【
福
祉
課
長
】令
和
４
年
以
降
、委
託
料
が
適
正
か
ど
う

か
妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

QA
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
運
営
業
務
委
託
料
　
８
３
２
万
円

Ⓠ
【
議
員
】使
用
目
的
は
。

Ⓐ
【
上
下
水
道
課
長
】農
業
集
落
排
水
事
業
へ
の
繰
出
金

で
、起
債
の
元
利
償
還
金
及
び
赤
字
補
填
、基
準
内
の
法
定

繰
出
金
も
含
ま
れ
る
。

QA
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
助
金
　
２
７
４
７
万
円

Ⓠ
【
議
員
】使
用
目
的
は
。

Ⓐ
【
企
画
調
整
課
長
】観
光
施
設
等
の
運
営
事
業
者
に
対

し
て
、観
光
施
設
、ト
イ
レ
、駐
車
場
等
を
新
築
、増
築
ま
た

は
整
備
し
た
場
合
に
50
万
円
を
上
限
に
２
分
の
１
補
助
す
る
。

QA
観
光
資
源
開
発
及
び
育
成
補
助
金
　
３
９
０
万
円

Ⓠ
【
議
員
】備
品
購
入
費
も
含
ま
れ
た
金
額
か
。

Ⓐ
【
教
育
課
長
】厨
房
設
備
の
購
入
費
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、

今
あ
る
も
の
を
流
用
し
て
金
額
を
抑
え
て
い
る
。

QA
学
校
給
食
共
同
調
理
場
新
設
　
８
億
円

Ⓠ
【
議
員
】Ｐ
Ｒ
は
。

Ⓐ
【
健
康
こ
ど
も
課
長
】結
婚
新
生
活
補
助
金
の
Ｐ
Ｒ
は
町

の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

Ⓐ
【
企
画
調
整
課
長
】移
住
定
住
促
進
事
業
補
助
金
の
Ｐ
Ｒ

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
が
、

イ
ベ
ン
ト
等
で
も
周
知
促
進
を
図
る
。

QAA
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金
　
３
０
０
万
円

移
住
促
進
事
業
補
助
金
　
１
７
１
０
万
円

詳細は
YouTube
でチェック！

一般会計

特別会計
町立病院事業
特別会計
病院事業収入

病院事業費用

7920万円

1億5000万円
 

75万円

可
決
可
決

可
決
可
決

Ⓠ
【
議
員
】減
額
理
由
は
。

Ⓐ
【
教
育
課
長
】ど
ち
ら
も
入
札
等
に
伴
う
減
額
。

QA
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
営
業
務
委
託
料
△
２
４
０
０
万
円

ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
費
△
６
９
８
万
円

Ⓠ
【
議
員
】使
途
は
。

Ⓐ
【
農
政
環
境
課
長
】南
良
津
排
水
機
場
ポ
ン
プ
の
改
修
。

　
改
修
費
11
億
１
３
６
０
万
円
の
う
ち
５
％
を
町
が
負
担

し
５
年
間
で
支
払
う
。

　
今
年
度
の
負
担
金
が
１
億
円
な
の
で
５
％
の
５
０
０
万

円
計
上
し
た
。

QA
湛
水
防
除
事
業
負
担
金
　
５
０
０
万
円

Ⓠ
【
議
員
】使
途
は
。

Ⓐ
【
総
務
課
長
】資
金
不
足
比
率
20
％
未
満
に
す
る
財
源

と
し
て
繰
り
入
れ
す
る
。

Ⓠ
【
議
員
】財
政
難
の
折
に
こ
れ
だ
け
の
補
正
予
算
を
計

上
す
る
こ
と
に
対
す
る
認
識
は
。

Ⓐ
【
病
院
事
務
長
】総
務
省
か
ら
資
金
不
足
比
率
を
20
％

以
内
に
す
る
よ
う
に
強
く
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、１
憶
５
０

０
０
万
円
補
正
計
上
し
た
。

QA
町
立
病
院
事
業
特
別
会
計
補
助
金

１
億
５
０
０
０
万
円

A Q令和６年度
補正予算

一般会計 71億1974万円
特別会計
国民健康保険特別会計　　

後期高齢者医療特別会計　 

町立病院事業特別会計

水道事業特別会計

下水道事業特別会計

令和７年度当初予算

10億2976万円
 

1億8888万円

収益的収入 6億9955万円
収益的支出 6億9484万円

収益的収入 1億9515万円
収益的支出 2億4539万円

収益的収入 2億4502万円
収益的支出 2億3176万円
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●廃校施設の利活用は
●旧庁舎跡地活用に関する進捗は

一滴　浩子 議員一滴　浩子 議員

そこが知りたい  一般質問

問
町
内
の
小
学
校

３
校
統
合
と
な
り
、

小
竹
み
ら
い
小
学
校

が
開
校
さ
れ
る
。

　
そ
れ
に
伴
い
、小

竹
西
小
学
校
、北
小

学
校
の
２
校
が
廃
校

舎
と
な
る
。

　
廃
校
は
地
方
公

共
団
体
に
と
っ
て
貴

重
な
財
産
で
あ
り
、

積
極
的
に
活
用
し
て

い
く
こ
と
で
、維
持

管
理
費
や
公
共
施

設
の
施
設
設
備
コ
ス

ト
の
削
減
、地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維

持
活
性
化
、産
業
振

興
な
ど
、様
々
な
効

果
が
期
待
さ
れ
る
。

　
文
部
科
学
省
で

は
、「
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、

「
廃
校
を
使
っ
て
ほ

し
い
地
方
公
共
団

体
」と「
廃
校
を
使
い

た
い
事
業
者
等
」へ

の
情
報
発
信
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

　
廃
校
利
活
用
事

例
に
は
、「
道
の
駅
、

介
護
施
設
、音
楽
大

学
、ウ
ナ
ギ
の
養
殖
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
施
設
、九
州
メ
ー

カ
ー
が
北
海
道
で
煎

餅
工
場
を
立
ち
上

げ
る
」な
ど
様
々
な

事
例
が
あ
っ
た
。

　
小
竹
町
に
お
い
て

は
廃
校
決
定
後
、利

活
用
を
含
め
教
育

委
員
会
等
で
協
議

は
な
さ
れ
た
の
か
。

　
廃
校
活
用
検
討

委
員
会
の
立
ち
上

げ
な
ど
廃
校
の
今

後
に
つ
い
て
の
町
長

の
見
解
を
。

　
ま
た
、２
０
２
３

年
３
月
議
会
に
て
旧

庁
舎
跡
地
利
活
用

に
つ
い
て
一
般
質
問

し
、２
年
経
過
し
た

が
、い
ま
だ
更
地
の

ま
ま
。

　
廃
校
利
活
用
と

合
わ
せ
て
進
捗
状

況
を
。

答
小
竹
北
小
学
校
、

西
小
学
校
の
校
舎

や
敷
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
、町
全
体

ま
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
全
体
に
係
る

大
き
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
、利
活
用

の
方
向
性
は
多
岐
に

わ
た
る
と
想
定
し
て

い
る
。

　
廃
校
活
用
に
つ
い

て
民
間
等
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
も
複
数
あ

り
、関
係
課
を
交
え

検
討
・
準
備
を
重
ね

て
い
る
段
階
、ゆ
え

に
現
時
点
で
は
検
討

委
員
会
の
設
置
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　
各
小
学
校
は
国

の
交
付
金
を
受
け
て

整
備
を
行
っ
た
経
緯

が
あ
り
、利
活
用
の

方
向
性
に
よ
っ
て
は

交
付
金
の
返
還
、施

設
の
耐
用
年
数
に
応

じ
た
基
金
積
み
立
て

が
必
要
に
な
る
な
ど
、

予
算
面
・
制
度
面
で

ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
も
少

な
く
な
い
。

　
校
区
住
民
の
意

向
を
聞
き
取
り
な

が
ら
利
活
用
に
向
け

柔
軟
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
。

　
旧
庁
舎
跡
地
に
つ

い
て
は
、現
在
ま
で

売
却
等
、民
間
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
は
受

け
て
い
な
い
。

　
敷
地
の
状
況
か

ら
公
共
施
設
等
や

住
宅
地
と
し
て
分
譲

す
る
な
ど
と
い
っ
た

方
向
性
は
見
い
だ
し

に
く
い
。

　
現
在
、社
会
福
祉

協
議
会
へ
の
貸
し
付

け
を
行
い
、屋
外
催

物
な
ど
、町
民
の
触

れ
合
い
や
集
い
の
場

と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
。

　
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

過
程
に
お
い
て
、住

民
の
意
向
を
聞
き
、

利
活
用
方
針
を
定

め
、進
め
て
い
く
。

意
見
文
部
科
学
省

は「
廃
校
は
終
わ
り

で
な
く
始
ま
り
」と

提
案
し
て
い
る
。

　
耐
震
補
強
工
事

も
完
了
し
た
安
全
な

建
築
物
は
ア
イ
デ
ア

次
第
で
ど
の
よ
う
な

施
設
に
も
活
用
で
き
、

地
域
活
性
化
の
鍵
と

な
り
う
る
。

　
廃
校
活
用
・
跡
地

利
用
は
速
や
か
に
行

わ
れ
る
べ
き
案
件
で

あ
り
、手
つ
か
ず
の

町
有
地
な
ど
を
含
め
、

１
日
も
早
く
町
益
と

な
る
こ
と
を
切
望
す

る
。

問

答

令和７年５月１日　福岡県小竹町　議会だより No.252 （4）令和７年５月１日　福岡県小竹町　議会だより No.252 （5）

意
見

詳細は
YouTube
でチェック！

補正予算に対する質疑 詳細は
YouTube
でチェック！

当初予算に対する質疑
Ⓠ
【
議
員
】住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
給
付
金
を

支
給
す
る
と
の
説
明
だ
っ
た
が
、給
付
額
と
世
帯
数
は
。

Ⓐ
【
福
祉
課
長
】給
付
額
は
３
万
円
、２
７
０
世
帯
分
の
予

算
を
計
上
す
る
。

Ⓠ
【
議
員
】交
付
金
で
給
食
費
無
償
化・プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

事
業
を
行
う
と
の
説
明
だ
っ
た
が
、こ
れ
ら
を
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
で
行
い
、交
付
金
を
全
世
帯
に
給
付
す
る
考
え
は
な
い
か
。

Ⓐ
【
町
長
】ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を
使
用
す
る
こ
と
は
検

討
し
て
い
な
い
。

QQ AA
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
　

３
５
４
６
万
円

Ⓠ
【
議
員
】シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
小

竹
町
と
宮
若
市
の
会
員
数
は
。

　
ま
た
、負
担
金
の
負
担
割
合
は
。

Ⓐ
【
福
祉
課
長
】小
竹
町
45
名
、宮
若
市
１
９
３
名
、合
計

２
３
８
名
。負
担
金
割
合
は
宮
若
市
が
３
分
の
２
、小
竹
町

が
３
分
の
１
。

QA
宮
若
小
竹
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
負
担
金
　
５
７
０
万
円

Ⓠ
【
議
員
】費
用
対
効
果
の
検
討
審
議
は
し
て
い
る
か
。

Ⓐ
【
福
祉
課
長
】令
和
４
年
以
降
、委
託
料
が
適
正
か
ど
う

か
妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

QA
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
運
営
業
務
委
託
料
　
８
３
２
万
円

Ⓠ
【
議
員
】使
用
目
的
は
。

Ⓐ
【
上
下
水
道
課
長
】農
業
集
落
排
水
事
業
へ
の
繰
出
金

で
、起
債
の
元
利
償
還
金
及
び
赤
字
補
填
、基
準
内
の
法
定

繰
出
金
も
含
ま
れ
る
。

QA
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
助
金
　
２
７
４
７
万
円

Ⓠ
【
議
員
】使
用
目
的
は
。

Ⓐ
【
企
画
調
整
課
長
】観
光
施
設
等
の
運
営
事
業
者
に
対

し
て
、観
光
施
設
、ト
イ
レ
、駐
車
場
等
を
新
築
、増
築
ま
た

は
整
備
し
た
場
合
に
50
万
円
を
上
限
に
２
分
の
１
補
助
す
る
。

QA
観
光
資
源
開
発
及
び
育
成
補
助
金
　
３
９
０
万
円

Ⓠ
【
議
員
】備
品
購
入
費
も
含
ま
れ
た
金
額
か
。

Ⓐ
【
教
育
課
長
】厨
房
設
備
の
購
入
費
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、

今
あ
る
も
の
を
流
用
し
て
金
額
を
抑
え
て
い
る
。

QA
学
校
給
食
共
同
調
理
場
新
設
　
８
億
円

Ⓠ
【
議
員
】Ｐ
Ｒ
は
。

Ⓐ
【
健
康
こ
ど
も
課
長
】結
婚
新
生
活
補
助
金
の
Ｐ
Ｒ
は
町

の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

Ⓐ
【
企
画
調
整
課
長
】移
住
定
住
促
進
事
業
補
助
金
の
Ｐ
Ｒ

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
が
、

イ
ベ
ン
ト
等
で
も
周
知
促
進
を
図
る
。

QAA
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金
　
３
０
０
万
円

移
住
促
進
事
業
補
助
金
　
１
７
１
０
万
円

詳細は
YouTube
でチェック！

一般会計

特別会計
町立病院事業
特別会計
病院事業収入

病院事業費用

7920万円

1億5000万円
 

75万円

可
決
可
決

可
決
可
決

Ⓠ
【
議
員
】減
額
理
由
は
。

Ⓐ
【
教
育
課
長
】ど
ち
ら
も
入
札
等
に
伴
う
減
額
。

QA
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
営
業
務
委
託
料
△
２
４
０
０
万
円

ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
費
△
６
９
８
万
円

Ⓠ
【
議
員
】使
途
は
。

Ⓐ
【
農
政
環
境
課
長
】南
良
津
排
水
機
場
ポ
ン
プ
の
改
修
。

　
改
修
費
11
億
１
３
６
０
万
円
の
う
ち
５
％
を
町
が
負
担

し
５
年
間
で
支
払
う
。

　
今
年
度
の
負
担
金
が
１
億
円
な
の
で
５
％
の
５
０
０
万

円
計
上
し
た
。

QA
湛
水
防
除
事
業
負
担
金
　
５
０
０
万
円

Ⓠ
【
議
員
】使
途
は
。

Ⓐ
【
総
務
課
長
】資
金
不
足
比
率
20
％
未
満
に
す
る
財
源

と
し
て
繰
り
入
れ
す
る
。

Ⓠ
【
議
員
】財
政
難
の
折
に
こ
れ
だ
け
の
補
正
予
算
を
計

上
す
る
こ
と
に
対
す
る
認
識
は
。

Ⓐ
【
病
院
事
務
長
】総
務
省
か
ら
資
金
不
足
比
率
を
20
％

以
内
に
す
る
よ
う
に
強
く
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、１
憶
５
０

０
０
万
円
補
正
計
上
し
た
。

QA
町
立
病
院
事
業
特
別
会
計
補
助
金

１
億
５
０
０
０
万
円

A Q令和６年度
補正予算

一般会計 71億1974万円
特別会計
国民健康保険特別会計　　

後期高齢者医療特別会計　 

町立病院事業特別会計

水道事業特別会計

下水道事業特別会計

令和７年度当初予算

10億2976万円
 

1億8888万円

収益的収入 6億9955万円
収益的支出 6億9484万円

収益的収入 1億9515万円
収益的支出 2億4539万円

収益的収入 2億4502万円
収益的支出 2億3176万円
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●農地対策をどうするのか

宮野　一男 議員宮野　一男 議員

そこが知りたい  一般質問

問
農
家
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
に

よ
り
離
農
す
る
農

家
の
人
が
増
え
て
い

る
。

　
御
徳
・
赤
地
地
区

で
米
づ
く
り
を
し
て

い
る
地
元
農
家
は
２

人
し
か
い
な
い
。

　
こ
の
地
域
の
農
地

は
こ
の
２
人
と
他
地

区
か
ら
の
農
家
の
担

い
手
に
よ
っ
て
守
ら

れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、地
元
農

家
も
近
年
離
農
す

る
と
い
う
話
で
あ
る
。

　
特
に
御
徳
地
区

は
、
米
づ
く
り
に

と
っ
て
非
常
に
条
件

が
悪
い
土
地
で
あ
る
。

　
新
た
な
担
い
手
が

見
つ
か
れ
ば
い
い
が
、

い
な
け
れ
ば
こ
の
先
、

耕
作
放
棄
地
が
増

え
る
こ
と
に
不
安
を

感
じ
る
。

　
地
権
者
の
中
に
も

高
齢
で
農
地
の
管

理
が
で
き
な
い
、こ

の
際
、農
地
を
手
放

し
た
い
と
い
う
意
見

が
あ
る
。

　
農
地
を
手
放
す

に
は
な
か
な
か
難
し

い
問
題
が
あ
る
た
め
、

良
い
対
策
は
な
い
か
。

答
福
岡
県
農
業
振

興
推
進
機
構
が
行

う
主
な
事
業
は

①
農
地
中
間
管
理

事
業
。

②
農
地
売
買
等
事

業
。

③
就
農
支
援
対
策

事
業
。

の
３
事
業
が
あ
る
。

　
現
状
を
打
開
す

る
最
も
効
果
的
な

施
策
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
は
、新
規
就

農
者
、青
年
農
業
士

及
び
地
域
農
業
の

担
い
手
の
育
成
で
あ

る
。

　
現
在
、小
竹
町
に

は
約
７
名
の
新
規
就

農
者
、農
業
青
年
農

業
士
及
び
地
域
農

業
の
担
い
手
が
就
農

し
て
い
る
。

　
水
稲
の
ほ
か
、野

菜
や
花
き
等（※

）の

栽
培
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
高
齢
化

に
よ
る
離
農
に
よ
り

耕
作
放
棄
地
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る

が
、こ
れ
ら
の
農
地

を
新
規
就
農
者
や

青
年
農
業
士
が
有

効
に
活
用
す
る
こ
と

で
、耕
作
放
棄
地
の

解
消
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
小
竹

町
農
業
の
発
展
の
た

め
に
も
農
業
委
員

会
、Ｊ
Ａ
、福
岡
県

農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
等
の
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
農
地
対
策
に

取
り
組
み
た
い
。

※

花
き（
か
き
）…

　
観
賞
用
の
植
物
全

般

問
御
徳
地
区
の
農

地
は
沈
下
し
て
い
る
。

　
鉱
害
復
旧
時
に

戻
せ
ば
、新
し
い
担

い
手
も
来
て
く
れ
る
。

　
今
は
沈
下
す
る

ば
か
り
、こ
れ
で
は

米
づ
く
り
は
ほ
と
ん

ど
で
き
な
い
。

　
対
策
は
な
い
の
か
。

答
宮
野
議
員
と
一

緒
に
現
地
を
視
察
し

た
。

　
明
ら
か
に
水
を

張
っ
た
と
き
に
、半

分
以
上
が
水
を
か

ぶ
ら
な
い
傾
斜
が
あ

る
状
況
を
確
認
し

た
。

　
ま
た
、水
稲
が
難

し
い
と
い
う
こ
と
で
、

荒
れ
地
に
な
っ
て
い

る
状
況
も
観
察
し

た
。

　
農
地
を
復
旧
す

る
た
め
の
様
々
な
、

県
の
事
業
等
も
あ
る

が
、面
積
等
の
要
件

な
ど
合
致
し
な
い
条

件
が
あ
る
こ
と
も
分

か
っ
た
。

　
せ
っ
か
く
あ
る
小

竹
町
の
農
地
だ
か
ら
、

有
効
に
活
用
で
き
る

よ
う
県
に
も
働
き
か

け
水
稲
で
な
く
て
も
、

農
業
普
及
セ
ン
タ
ー

と
一
緒
に
考
え
て
い

け
る
よ
う
な
仕
組
、

体
制
を
取
っ
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問

答

問答

令和７年５月１日　福岡県小竹町　議会だより No.252 （6）令和７年５月１日　福岡県小竹町　議会だより No.252 （7）

詳細は
YouTube
でチェック！

●小竹町制１００周年記念に関して

良永　陽臣 議員良永　陽臣 議員

そこが知りたい  一般質問

問
本
年
は
昭
和
１

０
０
年
の
年
で
あ
り
、

各
地
で
講
演
会
や

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、小
竹
町

は
勝
野・新
多・新
山

崎
・
南
良
津
・
御
徳
・

赤
地
・
中
泉
の
７
カ

村
で
勝
野
村
外
６
カ

村
戸
長
役
場（※

）を

置
き
、明
治
22
年
町

村
施
行
の
際
に
中

泉
村
は
福
智
村（
現

直
方
市
）に
併
合
さ

れ
、他
の
６
カ
村
を

合
併
し
て
勝
野
村

と
し
て
発
足
し
た
。

　
昭
和
３
年（
１
９

２
８
年
）１
月
１
日
、

勝
野
村
に
町
制
が

施
行
さ
れ
小
竹
町

に
名
称
変
更
さ
れ

た
。

　
そ
の
後
、町
政
施

行
50
周
年
記
念
で

は
町
勢
要
覧
を
作

成
し
、各
世
帯
に
町

の
木
で
あ
る
キ
ン
モ

ク
セ
イ
の
苗
木
が
配

ら
れ
、各
家
庭
で
植

樹
し
、木
の
成
長
と

と
も
に
小
竹
町
の
発

展
を
祈
っ
た
。

　
町
政
施
行
90
周

年
記
念
で
は「
町
の

歩
み
」を
発
行
し
た
。

　
小
竹
町
は
令
和

10
年（
２
０
２
８
年
）

１
月
１
日
で
町
政
施

行
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
が
、何
か
記
念

行
事
を
計
画
さ
れ
て

い
る
か
。

　
町
民・行
政・議
会

が
一
致
協
力
を
し
て

小
竹
町
史
を
編
さ

ん
す
る
の
か
伺
う
。

答
小
竹
町
は
３
年

後
の
令
和
10
年
１
月

１
日
に
町
制
施
行
１

０
０
周
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
る
。

　
小
竹
町
の
成
り

立
ち
は
、明
治
22
年

に
勝
野
村
、南
良
津

村
、新
山
崎
村
、新

多
村
、赤
地
村
、御

徳
村
が
合
併
し
て

発
足
し
た
。

　
そ
の
後
、勝
野
村

が
町
政
を
施
行
し
、

小
竹
町
に
な
っ
た
。

　
町
政
施
行
50
周

年
で
は
、記
念
行
事

の
一
環
と
し
て
町
史

の
編
さ
ん
や
町
木
の

キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
苗

木
が
配
布
さ
れ
た
。

　
ま
た
町
政
80
周

年
や
90
周
年
で
は
、

記
念
式
典
の
開
催
、

広
報
や
議
会
だ
よ

り
の
記
念
号
の
発
行
、

町
勢
要
覧
の
作
成
、

町
民
憲
章
制
定
、ラ

ン
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
収
録

等
を
実
施
し
た
。

　
３
年
後
は
町
に

と
っ
て
大
き
な
節
目

で
も
あ
る
の
で
、１

０
０
周
年
記
念
行
事

に
つ
い
て
は
皆
様
方

の
意
見
等
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、し
っ
か

り
と
検
討
し
て
い
き

た
い
。 

　
小
竹
町
史
に
つ
い

て
は
、昭
和
60
年
の

発
行
か
ら
40
年
に
な

る
。

　
そ
の
後
の
時
の
流

れ
と
共
に
小
竹
町
も

変
貌
し
て
き
た
。

　
小
竹
町
の
歴
史
に

新
し
い
史
実
が
加
え

ら
れ
、町
史
に
厚
み

を
加
え
る
べ
く
、追

録
と
し
て
の
町
史
編

さ
ん
を
１
０
０
周
年

事
業
と
し
て
進
め
て

い
き
た
い
。

※

戸
長
役
場（
こ
ち
ょ

う
や
く
ば
）…

　
明
治
時
代
初
期
に

戸
籍
事
務
な
ど
を

行
っ
た
役
所
の
こ
と

問

答

詳細は
YouTube
でチェック！
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●農地対策をどうするのか

宮野　一男 議員宮野　一男 議員

そこが知りたい  一般質問

問
農
家
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
に

よ
り
離
農
す
る
農

家
の
人
が
増
え
て
い

る
。

　
御
徳
・
赤
地
地
区

で
米
づ
く
り
を
し
て

い
る
地
元
農
家
は
２

人
し
か
い
な
い
。

　
こ
の
地
域
の
農
地

は
こ
の
２
人
と
他
地

区
か
ら
の
農
家
の
担

い
手
に
よ
っ
て
守
ら

れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、地
元
農

家
も
近
年
離
農
す

る
と
い
う
話
で
あ
る
。

　
特
に
御
徳
地
区

は
、
米
づ
く
り
に

と
っ
て
非
常
に
条
件

が
悪
い
土
地
で
あ
る
。

　
新
た
な
担
い
手
が

見
つ
か
れ
ば
い
い
が
、

い
な
け
れ
ば
こ
の
先
、

耕
作
放
棄
地
が
増

え
る
こ
と
に
不
安
を

感
じ
る
。

　
地
権
者
の
中
に
も

高
齢
で
農
地
の
管

理
が
で
き
な
い
、こ

の
際
、農
地
を
手
放

し
た
い
と
い
う
意
見

が
あ
る
。

　
農
地
を
手
放
す

に
は
な
か
な
か
難
し

い
問
題
が
あ
る
た
め
、

良
い
対
策
は
な
い
か
。

答
福
岡
県
農
業
振

興
推
進
機
構
が
行

う
主
な
事
業
は

①
農
地
中
間
管
理

事
業
。

②
農
地
売
買
等
事

業
。

③
就
農
支
援
対
策

事
業
。

の
３
事
業
が
あ
る
。

　
現
状
を
打
開
す

る
最
も
効
果
的
な

施
策
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
は
、新
規
就

農
者
、青
年
農
業
士

及
び
地
域
農
業
の

担
い
手
の
育
成
で
あ

る
。

　
現
在
、小
竹
町
に

は
約
７
名
の
新
規
就

農
者
、農
業
青
年
農

業
士
及
び
地
域
農

業
の
担
い
手
が
就
農

し
て
い
る
。

　
水
稲
の
ほ
か
、野

菜
や
花
き
等（※

）の

栽
培
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
高
齢
化

に
よ
る
離
農
に
よ
り

耕
作
放
棄
地
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る

が
、こ
れ
ら
の
農
地

を
新
規
就
農
者
や

青
年
農
業
士
が
有

効
に
活
用
す
る
こ
と

で
、耕
作
放
棄
地
の

解
消
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
小
竹

町
農
業
の
発
展
の
た

め
に
も
農
業
委
員

会
、Ｊ
Ａ
、福
岡
県

農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
等
の
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
農
地
対
策
に

取
り
組
み
た
い
。

※

花
き（
か
き
）…

　
観
賞
用
の
植
物
全

般

問
御
徳
地
区
の
農

地
は
沈
下
し
て
い
る
。

　
鉱
害
復
旧
時
に

戻
せ
ば
、新
し
い
担

い
手
も
来
て
く
れ
る
。

　
今
は
沈
下
す
る

ば
か
り
、こ
れ
で
は

米
づ
く
り
は
ほ
と
ん

ど
で
き
な
い
。

　
対
策
は
な
い
の
か
。

答
宮
野
議
員
と
一

緒
に
現
地
を
視
察
し

た
。

　
明
ら
か
に
水
を

張
っ
た
と
き
に
、半

分
以
上
が
水
を
か

ぶ
ら
な
い
傾
斜
が
あ

る
状
況
を
確
認
し

た
。

　
ま
た
、水
稲
が
難

し
い
と
い
う
こ
と
で
、

荒
れ
地
に
な
っ
て
い

る
状
況
も
観
察
し

た
。

　
農
地
を
復
旧
す

る
た
め
の
様
々
な
、

県
の
事
業
等
も
あ
る

が
、面
積
等
の
要
件

な
ど
合
致
し
な
い
条

件
が
あ
る
こ
と
も
分

か
っ
た
。

　
せ
っ
か
く
あ
る
小

竹
町
の
農
地
だ
か
ら
、

有
効
に
活
用
で
き
る

よ
う
県
に
も
働
き
か

け
水
稲
で
な
く
て
も
、

農
業
普
及
セ
ン
タ
ー

と
一
緒
に
考
え
て
い

け
る
よ
う
な
仕
組
、

体
制
を
取
っ
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問

答

問答

令和７年５月１日　福岡県小竹町　議会だより No.252 （6）令和７年５月１日　福岡県小竹町　議会だより No.252 （7）

詳細は
YouTube
でチェック！

●小竹町制１００周年記念に関して

良永　陽臣 議員良永　陽臣 議員

そこが知りたい  一般質問

問
本
年
は
昭
和
１

０
０
年
の
年
で
あ
り
、

各
地
で
講
演
会
や

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、小
竹
町

は
勝
野・新
多・新
山

崎
・
南
良
津
・
御
徳
・

赤
地
・
中
泉
の
７
カ

村
で
勝
野
村
外
６
カ

村
戸
長
役
場（※

）を

置
き
、明
治
22
年
町

村
施
行
の
際
に
中

泉
村
は
福
智
村（
現

直
方
市
）に
併
合
さ

れ
、他
の
６
カ
村
を

合
併
し
て
勝
野
村

と
し
て
発
足
し
た
。

　
昭
和
３
年（
１
９

２
８
年
）１
月
１
日
、

勝
野
村
に
町
制
が

施
行
さ
れ
小
竹
町

に
名
称
変
更
さ
れ

た
。

　
そ
の
後
、町
政
施

行
50
周
年
記
念
で

は
町
勢
要
覧
を
作

成
し
、各
世
帯
に
町

の
木
で
あ
る
キ
ン
モ

ク
セ
イ
の
苗
木
が
配

ら
れ
、各
家
庭
で
植

樹
し
、木
の
成
長
と

と
も
に
小
竹
町
の
発

展
を
祈
っ
た
。

　
町
政
施
行
90
周

年
記
念
で
は「
町
の

歩
み
」を
発
行
し
た
。

　
小
竹
町
は
令
和

10
年（
２
０
２
８
年
）

１
月
１
日
で
町
政
施

行
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
が
、何
か
記
念

行
事
を
計
画
さ
れ
て

い
る
か
。

　
町
民・行
政・議
会

が
一
致
協
力
を
し
て

小
竹
町
史
を
編
さ

ん
す
る
の
か
伺
う
。

答
小
竹
町
は
３
年

後
の
令
和
10
年
１
月

１
日
に
町
制
施
行
１

０
０
周
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
る
。

　
小
竹
町
の
成
り

立
ち
は
、明
治
22
年

に
勝
野
村
、南
良
津

村
、新
山
崎
村
、新

多
村
、赤
地
村
、御

徳
村
が
合
併
し
て

発
足
し
た
。

　
そ
の
後
、勝
野
村

が
町
政
を
施
行
し
、

小
竹
町
に
な
っ
た
。

　
町
政
施
行
50
周

年
で
は
、記
念
行
事

の
一
環
と
し
て
町
史

の
編
さ
ん
や
町
木
の

キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
苗

木
が
配
布
さ
れ
た
。

　
ま
た
町
政
80
周

年
や
90
周
年
で
は
、

記
念
式
典
の
開
催
、

広
報
や
議
会
だ
よ

り
の
記
念
号
の
発
行
、

町
勢
要
覧
の
作
成
、

町
民
憲
章
制
定
、ラ

ン
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
収
録

等
を
実
施
し
た
。

　
３
年
後
は
町
に

と
っ
て
大
き
な
節
目

で
も
あ
る
の
で
、１

０
０
周
年
記
念
行
事

に
つ
い
て
は
皆
様
方

の
意
見
等
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、し
っ
か

り
と
検
討
し
て
い
き

た
い
。 

　
小
竹
町
史
に
つ
い

て
は
、昭
和
60
年
の

発
行
か
ら
40
年
に
な

る
。

　
そ
の
後
の
時
の
流

れ
と
共
に
小
竹
町
も

変
貌
し
て
き
た
。

　
小
竹
町
の
歴
史
に

新
し
い
史
実
が
加
え

ら
れ
、町
史
に
厚
み

を
加
え
る
べ
く
、追

録
と
し
て
の
町
史
編

さ
ん
を
１
０
０
周
年

事
業
と
し
て
進
め
て

い
き
た
い
。

※

戸
長
役
場（
こ
ち
ょ

う
や
く
ば
）…

　
明
治
時
代
初
期
に

戸
籍
事
務
な
ど
を

行
っ
た
役
所
の
こ
と

問

答

詳細は
YouTube
でチェック！
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そこが知りたい  一般質問

問
防
犯
カ
メ
ラ
は

今
や
私
た
ち
の
身

近
に
あ
り
、様
々
な

場
所
で
普
及
し
て
い

る
。

　
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
の
商
業
施

設
に
関
し
て
は
、万

引
き
等
の
犯
罪
行

為
に
対
す
る
防
止

策
と
し
て
、ア
パ
ー

ト
や
住
宅
等
で
は
不

審
者
の
監
視
、道
路

で
は
、交
通
災
害
に

関
す
る
監
視
な
ど
、

実
に
様
々
な
場
面
で

設
置
が
な
さ
れ
、使

用
さ
れ
て
い
る
。

　
近
年
の
犯
罪
や

事
件
は
、多
種
多
様

化
し
て
き
て
お
り
、

特
に
犯
罪
弱
者
で
あ

る
お
年
寄
り
、女
性
、

子
ど
も
た
ち
を
狙
っ

た
犯
罪
が
多
く
、町

民
の
皆
さ
ん
も
不

安
を
感
じ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
こ
と
は
住
民

の
安
全
・
安
心
に
つ

な
が
る
と
思
い
、次

の
３
点
に
つ
い
て
町

長
に
お
伺
い
す
る
。

　
１
点
目
、町
及
び

民
間
企
業
に
お
け
る

町
内
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
状
況
は
。

　
２
点
目
、防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
予
定
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
３
点
目
、小
学
校
、

中
学
校
や
通
学
路

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
考
え
は
。

答
１
つ
目
の
質
問

で
あ
る
町
及
び
民

間
企
業
に
お
け
る
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
状
況

に
つ
い
て
は
、町
民

だ
け
で
な
く
広
く
不

特
定
多
数
の
者
が

出
入
り
す
る
場
所
、

い
わ
ゆ
る
駅
な
ど
の

公
共
的
な
場
所
に

計
44
台
を
設
置
し

て
い
る
。

　
民
間
企
業
の
設

置
状
況
に
つ
い
て
は
、

把
握
し
て
い
な
い
。

　
２
つ
目
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
予
定
に

つ
い
て
は
、近
隣
の

状
況
や
犯
罪
の
発

生
状
況
を
踏
ま
え

判
断
す
る
こ
と
に
な

る
。

　
３
つ
目
の
小
学
校
、

中
学
校
の
通
学
路
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、小
学
校
の
統
合

に
伴
う
工
事
に
お
い

て
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
、充
実
を
図
っ

た
。

問
事
件
が
あ
っ
て

か
ら
で
は
遅
い
の
で
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

を
進
め
る
べ
き
だ
と

考
え
る
。

答
必
要
に
応
じ
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

を
行
い
、安
全
安
心

な
生
活
を
守
っ
て
い

く
。

問

答 問

令和７年５月１日　福岡県小竹町　議会だより No.252 （8）令和７年５月１日　福岡県小竹町　議会だより No.252 （9）

詳細は
YouTube
でチェック！

●小竹町の環境をよくする条例に関して
●外国の方々とコミュニケーションを
　取れる環境づくりを 和田　伸一 議員和田　伸一 議員

そこが知りたい  一般質問

問
今
回
は
子
ど
も

達
や
保
護
者
の
方
の

意
見
・
要
望
を
一
般

質
問
す
る
。

　
小
竹
町
内
に
は

約
２
０
０
０
本
の
桜

が
あ
る
。

　
道
路
沿
い
の
桜
は

カ
ズ
ラ
や
電
線
が
ま

と
わ
り
つ
い
て
、激

し
い
も
の
は
木
そ
の

も
の
の
存
在
さ
え
分

か
ら
な
い
も
の
も
あ

り
、姿
を
見
な
が
ら

子
ど
も
た
ち
が「
か

わ
い
そ
う
」「
ス
ッ
キ

リ
と
花
を
咲
か
せ
る

こ
と
は
で
き
な
い
の

か
」な
ど
手
入
れ
や

整
備
を
す
る
こ
と
で
、

き
れ
い
な
花
を
咲
か

せ
、見
る
人
の
心
も

き
れ
い
に
す
る
の
で

は
。

　
ま
た
、子
ど
も
た

ち
か
ら「
町
の
花
の

ひ
ま
わ
り
は
ど
こ
に

あ
る
か
」と
尋
ね
ら

れ
、戸
惑
っ
た
。

　
環
境
美
化
に
つ
い

て
考
え
を
お
伺
い
し

た
い
。

答
地
域
の
子
ど
も

や
保
護
者
か
ら
の
意

見
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、行
政
の
目
線
で

は
気
づ
か
な
い
町
民

目
線
で
の
環
境
美
化

を
考
え
ら
れ
た
意
見

と
し
て
、美
し
い
環

境
づ
く
り
を
推
進

し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
町
内
の
事
業
者

か
ら
休
耕
田
を
利

用
し
て
、ひ
ま
わ
り

畑
を
作
り
、町
民
に

喜
ん
で
も
ら
い
た
い

と
相
談
が
あ
り
、農

業
委
員
会
よ
り
駅

付
近
の
農
地
を
使

用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
た
。

　
桜
の
木
や
ひ
ま
わ

り
の
花
等
の
美
観
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
別
の
条
例
と
し

て
今
後
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

問
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
予
約
を
し
、早

朝
野
球
に
行
っ
た
ら

外
国
人
に
占
拠
さ

れ
、言
葉
が
通
じ
ず

困
っ
た
と
相
談
が

あ
っ
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
要
は「
こ

と
ば
」だ
と
思
う
。

　
外
国
人
の
方
々

と
あ
い
さ
つ
程
度
で

も
会
話
が
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、自
治

会
活
動
、イ
ベ
ン
ト
、

災
害
時
の
助
け
合
い

な
ど
前
へ
進
む
き
っ

か
け
と
な
る
と
思
う
。

　
気
軽
に
挨
拶
の
で

き
る
外
国
語
講
座

の
検
討
を
お
願
い
す

る
。

答
小
竹
町
で
は
ス

ポ
ー
ツ・
文
化
行
事

な
ど
に
外
国
人
の
方

も
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
町
内
企

業
に
呼
び
か
け
を
し

て
い
る
。

　
外
国
語
講
座
に
つ

い
て
は
町
民
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
検
討
し
て

い
く
。

意
　
今
世
界
で
は

い
ろ
ん
な
こ
と
が
起

き
て
い
る
。

　
遠
い
国
の
こ
と
で

は
な
く
、こ
の
町
が

そ
の
よ
う
な
こ
と
に

な
り
、沢
山
の
外
国

の
人
々
と
ふ
れ
あ
う

こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
と
き

で
も
、せ
め
て
子
ど

も
た
ち
に
は
ど
こ
の

国
の
人
と
も
仲
良
く

や
っ
て
い
け
る「
こ
と

ば
」の
環
境
づ
く
り

を
今
や
る
べ
き
こ
と

だ
と
思
う
。

問

問

答答

答

意
見

詳細は
YouTube
でチェック！
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不
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の
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く
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不
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の

で
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と
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う
。
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犯
カ
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ラ
を
設

置
す
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こ
と
は
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の
安
全
・
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に
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な
が
る
と
思
い
、次

の
３
点
に
つ
い
て
町

長
に
お
伺
い
す
る
。

　
１
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目
、町
及
び

民
間
企
業
に
お
け
る

町
内
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
状
況
は
。

　
２
点
目
、防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
予
定
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
３
点
目
、小
学
校
、

中
学
校
や
通
学
路

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
考
え
は
。

答
１
つ
目
の
質
問

で
あ
る
町
及
び
民

間
企
業
に
お
け
る
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
状
況

に
つ
い
て
は
、町
民

だ
け
で
な
く
広
く
不

特
定
多
数
の
者
が

出
入
り
す
る
場
所
、

い
わ
ゆ
る
駅
な
ど
の

公
共
的
な
場
所
に

計
44
台
を
設
置
し

て
い
る
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民
間
企
業
の
設

置
状
況
に
つ
い
て
は
、

把
握
し
て
い
な
い
。

　
２
つ
目
の
防
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カ
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ラ
の
設
置
予
定
に

つ
い
て
は
、近
隣
の

状
況
や
犯
罪
の
発

生
状
況
を
踏
ま
え

判
断
す
る
こ
と
に
な

る
。

　
３
つ
目
の
小
学
校
、

中
学
校
の
通
学
路
に

防
犯
カ
メ
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を
設
置

す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、小
学
校
の
統
合

に
伴
う
工
事
に
お
い

て
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
、充
実
を
図
っ

た
。

問
事
件
が
あ
っ
て

か
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は
遅
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の
で
、
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の
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を
進
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き
だ
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る
。

答
必
要
に
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全
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な
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を
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く
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ど
も

達
や
保
護
者
の
方
の

意
見
・
要
望
を
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般
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す
る
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竹
町
内
に
は

約
２
０
０
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の
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路
沿
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の
桜
は

カ
ズ
ラ
や
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線
が
ま

と
わ
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つ
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て
、激

し
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も
の
は
木
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の

も
の
の
存
在
さ
え
分
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な
い
も
の
も
あ

り
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が
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ち
が「
か

わ
い
そ
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」「
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る
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の

か
」な
ど
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入
れ
や
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を
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る
こ
と
で
、

き
れ
い
な
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を
咲
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せ
、見
る
人
の
心
も

き
れ
い
に
す
る
の
で

は
。

　
ま
た
、子
ど
も
た

ち
か
ら「
町
の
花
の

ひ
ま
わ
り
は
ど
こ
に

あ
る
か
」と
尋
ね
ら

れ
、戸
惑
っ
た
。

　
環
境
美
化
に
つ
い

て
考
え
を
お
伺
い
し

た
い
。

答
地
域
の
子
ど
も

や
保
護
者
か
ら
の
意

見
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、行
政
の
目
線
で

は
気
づ
か
な
い
町
民

目
線
で
の
環
境
美
化

を
考
え
ら
れ
た
意
見

と
し
て
、美
し
い
環

境
づ
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り
を
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進

し
た
い
と
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え
て
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る
。

　
町
内
の
事
業
者

か
ら
休
耕
田
を
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て
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ま
わ
り
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を
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り
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に
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た
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業
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り
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地
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用
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い
た
だ
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こ

と
に
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っ
た
。
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の
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や
ひ
ま
わ

り
の
花
等
の
美
観
に
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す
る
こ
と
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つ
い
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別
の
条
例
と
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今
後
検
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き

で
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い
か
と
考
え

る
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今
世
界
で
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ろ
ん
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と
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て
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る
。

　
遠
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の
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で
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く
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。
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と
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。
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詳細は
YouTube
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◆主な議案 ････････････････････････････２
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◆補正予算・当初予算 ･･････････････････４
◆一般質問（５名）･････････････････５～９

（令和７年３月３日～令和７年３月１４日　１2日間）
３月定例会

広
報
紙
の
先
進
地
に

視
察
に
行
き
ま
し
た
。

調
査
事
項
：
議
会
広
報
紙
の
編
集
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
１
月
23
日
に
熊
本
県
天
草
郡
苓
北
町
に
議

会
広
報
紙
の
編
集
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
苓
北
町
は
小
竹
町
と
同
規
模
の
町
で
、意
見
交
換
で

は
積
極
的
な
意
見
を
交
わ
し
、多
く
の
町
民
の
皆
様
に

理
解
さ
れ
、読
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ
り
を
作
る
た

め
議
論
し
、今
後
と
も
交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
一
致
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　
苓
北
町
議
会
は
熊
本
県
議
会
議
長
会
の
広
報
紙
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
広
報
紙
を
提
出
し
、有
識
者
の
指
摘
を
受
け
て

改
善
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
こ
た
け
議
会
だ
よ
り
」も
福
岡
県
議
会
議
長
会
の
広

報
紙
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
提
出
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会
　
　
　

委
員
長
　
良
永 

陽
臣

自慢の一枚

　傍聴の手続きは、受付票に住所、氏名、
年齢を記入するだけです。ご不明な点は議
会事務局まで、お気軽にお問い合わせくだ
さい。　  【電話 0949 - 62 - 1967】

議会を傍聴してみませんか

小竹町議会YouTubeチャンネルで
議会中継・動画を公開中！
検 索 小竹町議会  YouTube

※事情により変更される場合もありますのでご了承ください。
　３月定例会の傍聴者数はのべ５５人でした

次回の定例会は、
６月５日（木）に開会予定です。

コメントを添えて議会事務局へ持参
または下記のアドレスへ送ってください。
応募作品の中から毎回、厳選の一枚を掲載
させていただきます。ご応募お待ちしております。

応募先 gikai@town.kotake.lg.jp

青
葉
若
葉
の
景
色
に
変
わ

る
５
月
は
、
和
製
語
で
あ
る

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
始
ま

り
ま
す
。

移
動
性
高
気
圧
の
せ
い
で
陽

気
は
す
で
に
初
夏
と
な
り
、１

年
で
最
も
健
や
か
で
過
ご
し
や

す
い
季
節
で
す
。

日
本
の
古
典
文
学「
徒
然
草
」

の
な
か
に「
春
暮
れ
て
の
ち
夏
に

な
り
、夏
は
て
て
秋
の
来
る
に

は
あ
ら
ず
」と
い
う
一
文
が
あ

り
ま
す
。

私
の
つ
た
な
い
解
釈
で
は「
次

の
時
代
へ
の
備
え
、準
備
を
し

て
い
く
必
要
さ
」へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
で
は
な
い
か
と・・・。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
仕
事
で

も
、そ
し
て
町
の
未
来
を
考
え

た
と
き
、心
の
片
隅
に
留
め
て

お
き
た
い
一
文
で
し
た
。

（
議
会
広
報
編
集
委
員
会

一
滴 

浩
子
）

編
集
後
記

編
集
後
記

〔写真提供者 七福区８組　白土昭次さま〕
幻の花と言われる数少ない貴重な花　白いカタクリ。
何回行ってもなかなか出会わないのが白いカタクリの花。
カタクリの群生地を探し回って出会ったときの嬉しさは特別。
山歩きをしてよかったと思う。


